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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

座談会の新聞記事を読んだ
　　栃木県内各工業高校等の

自分でつくったものが地図に残ったり
人と協力をして何かを作り上げる楽しさが分かりました。

任されることになるかもしれない。だからこそ、私達が手を取り合って 
これから日本はますますグローバル化が進み、機械技術も発達し工事がロボットに

人の心や思いからでしか造り上げられないもの を造っていくべきだと思う。

建設業は 見えないところ で、
地域貢献をたくさんしている職業だと思います。

建設業は今も昔も、そしてこれからも 絶対に無くてはならない  
建設業に就職して、生まれ育った地域 のために貢献したいです。 

とても素晴らしい仕事だと感じました。
私も 胸を張って建設業界に貢献 できる人間になり、
建設業の人が増えるような働きをしたいと思います。

女性のことを考えた設備も整っている ことも知り、
これからも自分の夢に向かって頑張りたいです。

土木建設業は、自分自身を磨けることや成長できることがよくわかりました。

令和元年11月17日
下野新聞掲載

生徒の感想

建設業は 人々の安心・安全なくらしに貢献 
していて、台風などの災害が生じた時には、
復旧作業などを行っていることを初めて知りました。

様々な人や年齢層の人を相手に仕事をすると思うので、
コミュニケーション能力や目上の人に対して
尊敬の意を忘れない。

栃木工業高等学校は台風 19号で水害に遭ってしまいました。
現状を知った企業や団体から支援を受けたことに対して、
私たちもボランティア活動をして多方面に支援をしていくべきだと思いました。

自然災害の復旧を行うのは土木建設業の方々で、　
土木建設業がなかったら、町は復旧しないまま になってしまいます。

最近は女性も増えてきて活躍できることを知り、 

頑張っていきたいと思いました。
私も女性の視点や考え方を活かして、

親御さんと子どもの仕事に対しての捉え方はそれぞれ違うと思いますが、
子の意見が尊重され ていて良いと思いました。

インターンシップ を行い、とても充実していて
やりがいのある仕事ということがわかりました。

就職したきっかけが 小さい頃から興味をもった人 や
学校で学んだことを使いたい人など様々であると感じました。

名の1,3941,394

小山北桜高等学校 建築システム科

宇都宮工業高等学校 建築デザイン科

宇都宮工業高等学校 環境土木科

栃木工業高等学校

栃木農業高等学校 農業土木科

今市工業高等学校 建設工学科

真岡工業高等学校 建設科

那須清峰高等学校 建設工学科


